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日本建築学会近畿支部材料 ・ 施工部会

近畿生コンク リー ト圧送協同組合

第 1 6回圧遊技術研究会開催のご案内
一  百流動性コ ンク リ ー ト の圧送性評価  一

拝啓 初春の候、 貴職ますますご清祥のこ と とお慶び申し上げます。 日頃から、 コンク リ ー
ト圧送に対する ご理解ご協力を賜り 、 厚く御礼申し上げます。

さて、 恒例とな り ま したコンク リ ー ト圧送・ ポンプ工法に関する研究会も第1 6回を開催
する こ と にな り ま したので、 ご案内申し上げます。

日本建築学会近畿支部材料・施工部会 ポンプ工法wGでは、 近畿生コンク リ ー ト圧送協
同組合と共同でこれまでに1 3回のフィ ールド実験を行ってまい り ま した。 実験では、 土
木・建築工事で一般的に扱われているコンク リー ト の他、 高強度・高流動コンク リ ー ト やフ
ライ アッシュ、 銅スラグ細骨材などを用いたコ ンク リ ー ト についても圧送性や管内圧力損
失(K値)、 さ らにはさまざまな問題点を把握・解決し、 成果を圧送技術研究会、 ならびに日
本建築学会大会で公表してまい り ま した。

2 0 1 9年3戸 cJISA5308が改定され、 呼び強度2 7一4 5 のコンク リー ト において、
スランプフローで管理するコンク リー ト (以下・ 「高流動性コンク リー ト」 という。) がJis 
適台岳と して扱えるよ う にな り ま した。 高流動性コンク リ ー ト については、 大阪・兵庫地区
ではまだ調合が確定していないこ とをはじめと して、 圧送性についても本WGでも実験例
はあ り ますが不明事項も多い状況です。 過去に行った同様のフレッシュ性状である高強度
コンク リ ー トの実験側では、 圧送後に流動性や粘性が低下する、 空気量が増加する、 圧縮強
度が小さ く なるなどの事項が確認されていますが、 その対策を講じるまでには至っていま
せん。 ・

そこで、 第l4回Field 実験では、 各生コン工場が新し く規格化されたコンク リ ー ト を本
格的に出荷でき る体制になる前に、 高流動性コンク リ ー ト の圧送性を確認する こ と を目的
と した実験を行う こ と とな り ま した。

そ して本年度も第1 6回圧送技術研究会を2020年2戸 1 7日 (同) 「大阪工業大学 梅
田キャンパス」 にて開催いたします。 今回は第l 4 回 Field 実験(2019)での 「高流動性コ
ンク リ ー ト の圧送性評価」 を中心と して、 これまでの経緯と併せて報告を行います。

よ り広範囲な皆様の関心の中で、 よ り 良いコンク リ ー ト構造物をめざしている関係者各
位に参加を呼びかける ものです。 品質・ 技術に熱意ある貴職におかれま しては、 是非と も ご
出席を賜り ますよ うお願い申し上げます。

敬具
記一一一口

開催日時
開催場所

参加費

: 2020年2円 17日 (同) 13 : 0 0 ～17 : 0 0 
:大阪工業大学 梅田キャ ンパス  OIT梅田タ ワ ー

〒530-001 3 大阪市北区茶屋町1番45号
: 3千円 Ⅹ研究会資料込み

3階 常翔ホール

以 上



 E お問い会わせは A 近畿生コンク ヮー ト圧送協同組合TEL : 06-4393-8868 A 又はE-mail : 
pump-wg④kinatsukyou.com までご連絡く ださい B

 E会場準備の郡令上 A ご出欠の有無を A 2戸 12日 (木) までに Fが@又はE-mailにてご連

絡下さい B
 E 尚 A 参加費は研究会資料込みで3千円です B 参加費は当日受付でお支払い下さい B
(領収書はその際発行致しますカ

 E また A 研究会直後に OIT梅田タワー    2 1 階  「リ ス ト ラ ンテ翔2 1J にて懇親会を開
催致します B 研突発表に対するご意見やご質問の他 A 各方面の方々 との交流をはかって頂く
場と考えており ます B 継続的な研究の場を作っていく上でも  A 是非懇親会へのご参加をお願
い申し上げます B (懇親会参加費は無料ですカ

近畿生コンク リー ト圧送協同組合  宛
FAX     06-4 393-889 5 
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第l6回圧送技術研究会
一 高流動性コンƒNリートの圧送性評価 一

日 時 令和2年2円17日(月)  u300@l70O

場 所
大阪エ業大学梅田キヤンパスO旺梅田タワー 3F 常翔ホール

〒530-00化 大阪市北E荒尾町i番45音

共 催
一般社団法人 日木津薬学会近畿支部材料 地エ都会

近畿生コンƒNリート圧送協同組合

後 援

公益社団法人土木学会

公益社団法人 日本コンƒNリートエ学会近畿支部

一般社団法人大阪建設業協会

全国生コンƒNリートエ葉組合連合会近畿地区本邦

和歌山県生コンƒNリートエ葉組合

大阪兵庫主コンƒNリートエ葉組含

コンƒNリート用化学混和剤協会

一般社団法人全国コンƒNリート圧送事業団体連合会

一般社団法人日木蓮設機械エ業余

司 会 福島和将 (ポゾリスソリユーシヨンズ株式会社)

13:00-13:15主催者挨拶 英田昌一 (近畿生コンƒNリート圧送協同組合理事長 )

来賓挨拶 (大阪府都市整備部事業管理室技術管理課)

研究報告

報きl 第l4回F旧d実験と室内分離抵抗性比較実験の概要

杉本勝幸 (株式会社オーテノグ
13:15-13:35

報告2 高流動性コンクリートの圧送前後のフレ Eソシユコンクリートの性状の変化

若竹秀昭 (村本建設株式会社)
13:35-13:50

15分休憩

報告3 高流動性コンƒNリートの管内圧力および管内圧力損失

山田藍 (株式会社竹中エ務店)
14:05-14:50

段告4 高流動性コンƒEリートの各種試験による圧法性の評価

岩清水隆(株式会社竹中エ務店)
14:50-15:35

15分休憩

報き5 高流動性コンƒNリートの圧送モードの推定と閉塞危険性の評価

木村方幹 (株式会社コンステソク)
15:50-16:35

報告6 まとめ

山崎順二 (株式会社浅沼組)
(一般社団法人日本建築学会近畿支部材料 地エ部会主査)

16:35-16:50

総評 中神成春 (大阪エ業大学工学都建築学科) 16:50-17:00


